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鹿児島県における主な災害履歴について

平之町地区（鹿児島市）

稲荷川（鹿児島市）
甲突川（鹿児島市）

毘沙門地区（日置市）竜ヶ水地区（鹿児島市）

船石川（南大隅町）

①
②

③

⑤
⑥

④

④

②

針原地区（出水市）

川内川（さつま町）

米之津川（出水市） 米之津川（出水市）

川内川（湧水町）

住用支所（奄美市）

浦地区（龍郷町）

与蓋川（奄美市）

加世間沢（龍郷町）

位置図
① 昭和61年7月 梅雨前線豪雨

(人的被害18人，浸水家屋1,341棟)

② 平成5年8月 鹿児島豪雨(8.6水害)
(人的被害121人，浸水家屋24,645棟)

⑤ 平成22年7月
梅雨前線豪雨災害

(人的被害2人，浸水家屋26棟)

⑥ 平成22年10月
奄美地方豪雨災害

(人的被害3人，浸水家屋886棟)

④ 平成18年 県北部豪雨災害
(人的被害5人，浸水家屋1,967棟)

⑥ 平成23年9月,11月
奄美地方豪雨災害

(人的被害1人，住家被害4棟)

③ 平成9年 針原川土石流災害
(人的被害27人，浸水家屋3,536棟)



〇平成30年災について



〇平成30年災について
■対前年比



〇平成30年災について
■異常気象別①



〇平成30年災について
■異常気象別②



〇平成30年災について
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〇災害復旧事業の概要について



〇災害復旧事業の概要について

【事前ルール化の効果】 １９日短縮

【全体の効果】 ４３日短縮



〇災害査定留意事項

立会官（財務省）
査定官（国土交通省）
申請者（県及び市町村）
※ ３者合意が原則

→査定の始まり
申請者が立会官・査定官へ説明する

→申請者が被災原因や被災のメカニズムの究明
に努め，査定設計書を作成し，適切な申請内容
を説明する



○災害査定留意事項

〇申請者心得１０箇条（※災害手帳の１番はじめに書いてあります。）

１ 現地（特に背後地，前後施設，地質）を見ましたか。

２ 被災水位（ＤＨＷＬ）を確認しましたか。

３ 用地境界は確認しましたか。

４ 起終点は明確ですか。

５ 被災原因を把握しましたか。



○災害査定留意事項

６ 適正な復旧工法になっていますか。

７ 美しい山河を守る災害復旧基本方針に則してい
ますか。

８ 仮設等の工種は適正かつ計上漏れはありません
か。

９ 設計書を担当者任せにしてませんか。

１０ その写真で机上査定ができますか。



※ 災害手帳 （毎年改正）

→近年改正点が多数あり，改正点は
アンダーラインが記載
（Ｈ30は橙色）

○災害査定留意事項

１ 採択基準の明確化

２ 新制度

・「一定災」の拡充内容について記載（査定方法、申合への追記）

※土砂等により著しく埋塞している河川についても、適用を拡充した。（河道断面の五割程度以上埋

塞が適用）

３ その他

・「美しい山河を守る災害復旧基本方針」の改訂（Ｈ３０．６．２６）

○主な改訂点
A６版／７５９頁



○災害査定留意事項



○災害査定留意事項



○災害査定留意事項



○災害査定留意事項

被災直後の写真撮影をすること

→河川災は河岸高（低水位から天端までの高さ）
の５割程度以上の水位が異常な天然現象によ
り生じた災害の採択条件であるため

→被災原因や被災のメカニズム究明のため
（河床洗掘・側方侵食→申請工法の決定）



○災害査定留意事項

河川護岸の根入れ長は，最深河床高を考慮し，
申請すること

→通常河川 １．０ｍ

→急流河川 １．５ｍ

→小河川で川幅が狭く，床堀により対岸に影響
のある箇所 ０．５ｍ＋根固工

→深掘箇所 １．０ｍ＋根固工



○災害査定留意事項
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○災害査定留意事項



※根入れが１．０ｍ確保できる箇所は設置しない。
・ 小河川で川幅が狭く，根入れを１．０ｍ確保しようとすると，対岸の護岸に

影響を及ぼす場合など : 【根入れ０．５ｍ＋根固工】
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○災害査定留意事項
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○災害査定留意事項



○災害査定留意事項

河川根固工が必要な箇所は，袋詰玉石工では
なく，コンクリートブロックにより申請すること

→袋詰玉石工は，仮設材とした位置づけであり
災害復旧工法としては適さない

→既設コンクリートブロック殻を中詰材への有効
利用は，処分する場合より経済上高くなる場
合が多い



根継工は護岸が「死に体」の場合は使用しないため，
原則，災害復旧事業では申請しない

※「死に体」について
基礎ブロックが見えており，護岸背後に変異が
あれば，「死に体」と判断する

○災害査定留意事項



〇 擁壁工（ブロック積及び大型ブロック積）について
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〇 擁壁工（ブロック積及び大型ブロック積）について
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〇 擁壁工（ブロック積及び大型ブロック積）について
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○災害査定留意事項

・仮設道路の申請を適正に行うこと。

→民地を借用するため土地所有者
と協議を行い，承諾を得ること

→標準工法が適さない，高低差等
がある場合は，詳細図により申
請すること

→敷鉄板方式が可能な箇所は，盛土方式と経済
比較の上，工法を決定すること



○災害査定留意事項

河川締切工は，十分に検討し，必要に応じ計上すること

→掛樋工

→大型土のう工
（２段程度迄）

→矢板締切工

※大型土のう工から矢板締切工への変更となる
ケースが発生している。

※H29年から余裕高さは0.3mと明記されているP150



○災害査定留意事項

被災後

完成



○災害査定留意事項

完成

大型土のう工 → 矢板締切工への変更
（県単事業との合冊による対応）



○災害査定留意事項

官民境界及び管理境界を明示すること。

→公共土木施設災であるため，民有地は出来ない。

境界

公共用地 民有地



○災害査定留意事項



○災害査定留意事項

河川兼用道路を道路災害にて申請する箇所
（要綱 第２・２・一・イ）

被災直後

復旧後



○災害査定留意事項



○災害査定留意事項

図面数量の間違い及び違算等が多い

→円滑な査定が出来ない

→違算により申請時を上回る決定額となるケースが
ある

※チェックを確実に行うこと



○災害査定留意事項

机上査定は写真で査定が決定する

→起終点の被災状況を確実に撮影する

→査定時に説明が出来る写真を添付する
（全体及び詳細，いろいろな撮影方向）

→査定時に保留となり，写真の撮り直しの箇所がある

※実査についても，机上査定になることもあるため，
被災状況写真の整理をしておくこと。



○災害査定留意事項

被災前の点検写真の確認を

→平成２９年度の災害査定において，被災前の
点検写真において，すでに崩れており，欠格と
なった箇所があった。
被災前の写真については，確実に確認を行うこと。



【指摘の概要】

河川災害復旧工事により復旧した河川の石積
護岸について，護岸の基礎を岩着とした施工が
不適切であったため，河川基礎部の状況が標準
である場合に必要とされる根入深さ１．０ｍが
確保されておらず，河床の洗掘が進行して護岸
等に損傷が生ずる恐れがあるとの指摘を受けた。
（岩着基礎工ではないとの指摘）

抜粋：災害復旧事業の手引き（鹿児島県土木部作成）

河川災害復旧事業における会計検査院実地検査の指摘事項について



【状況説明】
岩着基礎工ではないとの指摘を受けたことから,

現場の基礎部を掘削し，しっかりと岩着している
ことを確認した。

石積護岸本体が健全な状態であることが確認で
きたことから，基礎部前面河床の洗掘を受けた部
分は，石張工を施し護岸の安定を図った。

岩着確認状況

河川災害復旧事業における会計検査院実地検査の指摘事項について



【対策】

県単独事業により石張工を施行し，護岸の安
を図った。

【補修工事概要】
石張工，根固ブロック，帯工 ほか

施工中

着工前

完 成

河川災害復旧事業における会計検査院実地検査の指摘事項について



〇設計変更について

（３割 １，０００万円）



〇設計変更について



〇設計変更について



〇設計変更について



〇設計変更について



〇設計変更について



〇測量設計歩掛について



契機 改定のポイント

１．改良復旧へ
の対応

各地で河川の氾濫による大規模災
害が発生し、再度災害を防止するた
め、川幅を拡げるなどの一連区間にお
ける改良復旧等が実施されており、美
山河において改良復旧の明確化が必
要。

河道計画の考え方を取り入れた内容に改定
①法線、②流速、③スライドダウン、④片岸拡幅
⑤みお筋、⑥河床幅

多自然川づくりアドバイザー制度の活用を明記

２．現場技術者
の労力軽減

大規模災害発生後において、事務
作業が膨大になることに対して、地方
自治体では大幅な作業削減による効
率的な査定設計書等の作成が望まれ
ている。

重複内容を省略したA表の簡素化

事前における資料の収集･準備の重要性等を解説

＜その他＞
河川環境保全等
の技術の展開

治水と環境と原風景に着目した具体
的な実践展開が求められている。

本編に都道府県で実施した災害復旧の代表的な事例を
追加

平成30年６月の美山河改定では、『改良復旧への対応』、『現場技術者の労力軽減』
、『河川環境保全等の技術の展開』といった各契機をもとに改定する。

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



1. はじめに
2. 河川における災害復旧の基本的な考え方

2.1 基本的な考え方
2.2 河川における災害復旧のポイント
2.3 復旧工法検討の流れ

3. 現地調査と河川特性及び被災原因の把握
3.1 河川特性の把握
3.2 被災原因の分析
3.3 河川環境の把握
3.4 周辺環境の確認と重点箇所の判定
3.5 災害復旧箇所河川特性整理表(A表)の作成

4. 護岸工法
4.1 護岸工法の考え方
4.2 設計流速算定表(B表)の作成
4.3 法覆工
4.4 基礎工
4.5 根固工
4.6 根継工
4.7 天端工･天端保護工､小口止め､水抜きパイプ等の付帯工
4.8 覆土・寄せ石
4.9 申請工法概要の記入とチェックリストの活用

5. 水制
6. 床止め
7. 施工及びフォローアップ

7.1 施工時の留意点
7.2 施工時に期待される工夫
7.3 フォローアップ(施工後のチェック､モニタリング)

平成26年版

1. 総論
1.1 本資料の位置付け
1.2 災害復旧の基本的な考え方

2. 災害復旧事業
2.1 基本的な考え方
2.2 河川における災害復旧のポイント
2.3 復旧工法検討の流れ
2.4 河川・環境特性及び被災原因の把握等
2.5 護岸工法
2.6 水制
2.7 床止め
2.8 施工及びフォローアップ

3. 改良復旧事業
3.1 改良復旧事業のポイント
3.2 改良復旧事業の検討の流れ
3.3 河川・環境特性及び被災原因の把握
3.4 改良計画区間および改良計画流量の設定
3.5 河道計画の考え方
3.6 河畔樹木に関する基本的な考え方
3.7 管理用通路等に関する検討
3.8 改良復旧計画書の作成
3.9 施工及びフォローアップ

平成30年版

新たに
追加⇒

新たに
追加⇒

平成26年
を踏襲

＜目次構成について＞

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



河岸と水際部の主たる範囲

みお筋部、河岸・水際部、河畔域において保全すべき代表的環境要素を以下に示す。

※ これらの要素は災害復旧において改変しないことを原則とする。

＜改定版＞主な「災害復旧の基本的な考え方」

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



両岸拡幅
両岸拡幅

河畔林消失河畔林消失

地形改変 地形改変

片岸拡幅

河畔林保全

河岸保全

河畔林消失

地形改変

両岸拡幅で
河畔林が消失

片岸拡幅で片岸の
河畔林と河岸を保全

平面形

横断形

A A
A A

良好な河岸を有
する現況河道

●美山河改定ポイント

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂

①改良復旧事業時の河道計画に関する記述を明確化

○片岸拡幅を基本とし河床幅を確保する
○みお筋を意識する



●平成30年美山河改定ポイント

① 法線 : 法線は現況流路を基本とする

② 流速 : 流速の増加を避ける(拡幅を基本とする)

③ ｽﾗｲﾄﾞﾀﾞｳﾝ : 掘削する場合はｽﾗｲﾄﾞﾀﾞｳﾝを基本とする

④ 片岸拡幅 : 片岸拡幅を基本とする

⑤ みお筋 : 拡幅する際には「みお筋」を意識する

⑥ 河床幅 : 河床幅を確保する

※「中小河川に関する河道計画の技術基準」が示すポイントを参考

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



・災害査定の効率化等が実施されるような災害があった現場で、同じような内容の資料を大量に作成するこ

とは業務量が増大して、早期の復旧の妨げになる。

・例えば、災害査定の効率化が実施された地域において、一連の中で同様の河道特性をもつ複数工区に

なる箇所おいて、何枚もＡ表等を作成している区間では重複内容を省略するような簡素化を図る。

②資料作成の効率化

●美山河改定ポイント

Ａ表の作成労力軽減（簡素化）

 

省略 

省略 

省略 

省略 

2枚目以降
重複内容
を省略

平成30年美山河 P48 参照

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂

③都道府県で実施した災害復旧の良好事例を紹介

●美山河改定ポイント

河床材料との適合性の良い寄せ石を
行った事例（大平川：宮崎県）

片岸拡幅で山付きの河畔林を保全して
改良復旧した事例（田万川：山口県）

※平成29年3,4月に都道府県を対象にした「災害復旧の現場における各種技術基準等の活用状況(好事例)」事例調査より



 災害復旧工事での使用頻度が高いコンクリート系の護岸工法については景観に配慮する。

 護岸の素材が周辺と調和した明度、彩度、テクスチャーを有していること。

 護岸のり肩、護岸の水際線等の境界の処理は、目立たず周囲と調和していること。

・忌避される景観
パターンを避ける

・水際、天端・法肩のラインを不明瞭にする

実際
の護
岸の
高さ

・テクスチャー
を持たせる

・法面の明度・彩度
を抑える

３段の石積護岸１段の石積護岸 ３段の石積護岸１段の石積護岸

・法面を分節する。

・素材の大きさ

ブロック護岸の景観配慮の手法

平成30年美山河 2.5 護岸工法 参照

コンクリート系の護岸を用いる際の景観への配慮

●美山河改定ポイント

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂

標準偏差11以上を目安６以下を目安



多自然川づくりアドバイザー制度の活用を明記

●平成30年美山河改定ポイント

平成29年災
大分県小野川 河川等災害関連事業

現地踏査 机上説明

災害助成事業等では、一連区間の河川整備を大規模かつ短期間のうちに実施することが多

くなるため、多自然川づくりに関して広範な知識を有する『多自然川づくりアドバイザー』を現地

に派遣し、スムーズな災害復旧事業の展開を行う必要がある。

災害復旧での多自然川づくりを検討するにあって、情報不
足の場合には写真等から類推し、出水時の実態把握を行
うことが重要であること等のアドバイスを行っている

現地踏査を行いながら、災害の事象を踏まえた多自然
川づくりへの取り組みのアドバイス等を行っている。

平成30年美山河 P3 参照

平成29年災
新潟県西又川 河川等災害関連事業・復緊事業

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂
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事
務
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水
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国
土
保
全
局
河
川
環
境
課

多
自
然
川
づ
く
り
担
当
）

国
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技
術
政
策
総
合
研
究
所
事
務
局

（
河
川
研
究
部
河
川
研
究
室
）

大 学

国土技術政策総合研究所

独立行政法人土木研究所

要請 人選依頼

結果連絡

人選

対象事業（必須）
・河川激甚災害対策特別緊急事業＜激特＞ ・河川災害復旧等関連緊急事業＜復緊＞
・河川等災害関連事業（一定計画に基づいて実施するもの）＜関連＞
・河川等災害復旧助成事業＜助成＞

推奨事業（必要に応じて）
災害の規模、従前の河川環境の状況等を踏まえ、以下の事業においても、必要に応じ本制度を

活用することができる。
・河川等災害関連事業＜関連＞（上記対象事業（必須）に該当するものを除く）
・河川等災害復旧事業＜単災＞

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



被災から災害復旧における流れとアドバイザーの動きについて

○美しい山河を守る災害復旧基本指針の改訂



〇災害復旧技術ボランティアについて



〇災害復旧技術ボランティアについて
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